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罫
 第
　
回
全
大
教
中
四
国
地
区
教
職
員
研
究
集
会

28

罫
 九
州
地
区
協
議
会
定
期
総
会

罫
 近
畿
地
区
協
議
会
総
会
＆
単
組
代
表
者
会
議

罫「
憲
法
改
悪
反
対
要
請
署
名
」提
出
集
会（
第
2
回
）

茎
 論
壇
「
立
憲
政
治
の
焦
点
」
全
大
教
中
央
執
行

　
   委
員
長
、岡
山
大
学
法
学
部
教
授
　
中
富
 公
一

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
女
性
部
」

　
　
　
　
常
任
委
員
　
寺
田
 珠
実（
東
京
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 猿
 大
阪
大
学
箕
面
地
区

　
　「
組
合
員
か
ら
の
相
談
か
ら
団
交
申
し
入
れ
」

 猿
 久
留
米
工
業
高
専

　
　「
誰
が
組
合
を
大
き
く
す
る
の
か
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
こ
の
4
年
間
、
も
っ
と
も
顕

著
だ
っ
た
の
は
基
盤
研
究
費

（
校
費
）
の
減
少
で
す
。
校
費

が
「
か
な
り
減
っ
た
」
と
い
う

回
答
が
　
％
。
法
人
化
直
後
の

52

2
0
0
8
年
、「
か
な
り
減
っ

た
」
が
　
％
に
の
ぼ
り
驚
か
さ

54

れ
ま
し
た
が
、
2
0
1
2
年
は

　
％
に
低
下
し
、
研
究
費
の
減

35少
も
少
し
鈍
化
し
た
か
に
見
え

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
2
0
1
6

年
、「
か
な
り
減
っ
た
」
は
再
び

半
数
超
え
。
短
い
踊
り
場
を
経

て
「
二
番
底
」
に
落
ち
込
ん
だ

わ
け
で
す
。

　
金
額
で
見
る
と
、
最
多
金
額

帯
が
「
　
～
　
万
円
」
か
ら

30

50

「
　
～
　
万
円
」
に
移
行
し
ま

10

30

し
た
。

　
研
究
費
が
　
万
円
を
下
回
っ

30

て
く
る
と
、
定
期
購
読
の
雑
誌

代
や
、
学
会
出
張
、
コ
ピ
ー
代

な
ど
、
い
わ
ば
研
究
者
と
し
て

の
「
生
活
費
」
だ
け
で
消
え
て

し
ま
い
ま
す
。
時
間
を
割
い
て

外
部
資
金
を
申
請
し
て
も
し
採

択
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
1
年
間

は
実
質
、研
究
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
大
学
予
算
全
体
が
減
ら
さ
れ

て
い
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
部
局

で
後
任
不
補
充
や
、
半
年
～
1

年
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
強
制
、
最

悪
の
場
合
は
数
年
に
わ
た
る
完

全
凍
結
が
、
多
く
の
大
学
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
残

留
部
隊
の
授
業
負
担
や
校
務
負

担
は
増
え
る
一
方
で
す
。（
上
記

グ
ラ
フ
参
照
）

　
過
去
4
年
間
の
授
業
負
担
が

「
変
化
が
な
か
っ
た
」
と
い
う

回
答
は
、
2
0
0
8
年
の
　
％
40

が
、
2
0
1
2
年
　
％
。
2
0

34

1
6
年
　
％
と
、
一
方
的
に
減

29

少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、「
微

増
」　
％
、「
か
な
り
増
」　

29

32

％
、「
激
増
」
は
6
％
。
3
分
の

2
の
教
員
の
授
業
負
担
が
増
え

て
い
ま
す
。

実
際
、研
究
費
の
減
少
の
結
果
、

従
来
の
研
究
が
「
維
持
で
き
な

い
」「
危
機
的
」
が
そ
れ
ぞ
れ
　39

％
と
　
％
、
合
計
で
　
％
の
教

17

56

員
が
研
究
の
継
続
が
不
可
能
だ

と
答
え
て
い
ま
す
。

３
度
目
の「
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
     増
加
‼

目
さ
れ
ま
す
。
一
部
の
大
学
で

到
底
容
認
で
き
な
い
よ
う
な
、

ひ
ど
い
学
長
選
考
が
行
わ
れ
て

数
近
い
（
　
％
）
こ
と
は
改
善

46

の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
％
か
ら
2
0
1
6
年
の
　
％

18

21

と
微
増
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ

ル
に
不
安
を
抱
え
る
教
員
が
半

必
要
な
機
関
へ
意
見
書
か
要

望
書
な
ど
の
文
章
を
出
す
方

向
で
、幹
事
会
で
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

 意
見
集
約
＆
交
換
 　
こ

れ
以
外
に
も
昨
年
度
の
団
体

交
渉
継
続
協
議
で
あ
る「
扶
養

手
当
の
改
定
」
に
つ
い
て
、
協

議
さ
れ
、各
単
組
で
改
め
て
意

見
集
約
し
、意
見
交
換
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
総
会
に
お
い
て
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
選

挙
が
行
わ
れ
、幹
事
会
役
員
の

新
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。新

体
制
に
お
い
て
こ
れ
ら
諸
問

題
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議

を
行
い
な
が
ら
、取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
高
専
協
議
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
   本
多
 将
和
）

お
け
る
教
育
体
制
整
備
の
方

針（
高
専
機
構
本
部
に
よ
る
教

員
の
人
員
枠
管
理
）
」
と
、
高

専
機
構
の
運
営
費
交
付
金
の

縮
小
が
焦
点
と
な
り
、様
々
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た

そ
れ
以
外
に
も
、有
期
雇
用
職

員
の
無
期
転
換
や
、高
専
協
議

会
全
体
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
方
針
等
に
つ
い

て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。議

論
の
結
果
、い
く
つ
か
の
修
正

と
追
加
項
目
が
幹
事
会
の
提

案
に
よ
り
な
さ
れ
、採
決
を
行

っ
た
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
2
日
目
に
は
、初
日
に

引
き
続
き
機
構
本
部
か
示
し

た
「
教
育
体
制
整
備
の
方
針
」

に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
、

今
年
度
は
こ
れ
に
関
連
す
る

活
動
が
重
要
で
あ
り
、早
急
に

 総
会
 　
高
専
協
議
会
は
6

月
　
日
臥
～
　
日
蚊
に
、第
　

24

25

28

回
高
専
協
議
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
総
会
初
日
は
岩
崎
高
専
協

議
会
議
長
、森
戸
全
大
教
副
委

員
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、そ

の
後
、議
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
議
案
書
で
は
、今
年
度

に
な
っ
て
高
専
機
構
本
部
が

全
国
校
長
・
部
長
会
議
で
示

し
、各
校
で
急
速
に
議
論
さ
れ

て
い
る「
今
後
の
国
立
高
専
に

い
る
こ
と
へ
の
、
危
機
感
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
削
減
の
影
響
と
し

て
、
昇
任
へ
の
不
安
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
で
す
。
上
級
職

階
へ
の
昇
任
が
困
難
と
な
る

「
ポ
イ
ン
ト
制
」
を
導
入
す
る

大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。
身
分

保
障
上
、
も
っ
と
も
切
実
な
問

題
と
し
て
「
昇
任
が
困
難
」
と

い
う
回
答
は
、
2
0
0
8
年
は

　
％
、
2
0
1
2
年
は
　
％
で

32

30

し
た
が
、
2
0
1
6
年
は
　
％
39

に
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

　
心
筋
梗
塞
な
ど
高
血
圧
や
不

眠
の
不
安
が
2
0
0
8
年
の
　14

％
か
ら
2
0
1
6
年
の
　
％
、

17

鬱
病
の
不
安
は
2
0
0
8
年
の

年
の
　
％
と
跳
ね
上
が
っ
て
い

50

ま
す
。

　
さ
ら
に
「
学
長
選
考
な
ど
大

学
自
治
を
め
ぐ
る
問
題
」
を
挙

げ
た
回
答
が
、
2
0
0
8
年
の

8
％
か
ら
2
0
1
6
年
の
　
％
17

へ
と
倍
増
し
て
い
る
こ
と
が
注

　
多
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、

「
特
に
問
題
と
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
3
つ
ま
で
挙
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
問
い
に
は
、

当
然
な
が
ら
「
人
件
費
削
減
に

よ
る
教
員
の
不
補
充
」
が
2
0

0
8
年
の
　
％
か
ら
2
0
1
6

36

　
総
括
的
に
言
え
ば
、
3
大
要

求
で
あ
る
「
金
」「
時
間
」「
身

分
保
障
」
す
べ
て
の
分
野
で
悪

化
し
た
、
ま
さ
に
「
踏
ん
だ
り

蹴
っ
た
り
」
の
状
態
が
進
行
し

た
4
年
間
だ
っ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
が
「
研
究
立
国
」
を
標

榜
す
る
国
の
研
究
現
場
で
、
い

ま
、
ま
さ
に
進
行
し
て
い
る
事

態
な
の
で
す
。

    （
副
委
員
長
　
村
井
 淳
志
）

総
括
「
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
」
の

　
　
教
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
環
境

学
長
選
考
で
の
不
満
が
一
部
で
先
鋭
化

授
業
と
校
務
の
負
担
増

研
究
費
の
減
少
が
顕
著
だ
っ
た
こ
の
4
年
間

准
教
授
・
教
授
の
へ
の
昇
任
に
暗
雲
、

　
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
安
も
微
増

18単組、26人が出席
（於：国労大阪会館）

研
究
費
減
　
　
少 
、校
務
等
負
　
　
担 
、身
分
不
　
　
安 




